
献立で使う料理の登録 

最初に設定する事項が終わったら料理の登録になります。 

ここでは、ご厚意により提供を頂きました保育園の料理をあらかじめ登録していますので、

必要に応じて修正や追加をしながら活用してください。 

 
 

1. 料理登録の画面 

 
  



2. 料理名と食材の関係 

例えば、親子丼にカーソルポインタを移動すると、親子丼の食品がでます。 

食品の追加や数量の変更を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 料理コードの約束 

料理コードは 4 桁の数値で、任意に設定できますが、 

上 2 桁を次のように約束して決めると、後での料理名の選択が便利になります。 

 
 

 

  



4. 登録してある料理の修正や食品の追加 

例えば、カレーにピーマンを追加するとします。 

 

 料理の“カレー”を選びます。 

 食品の検索欄に ピーマンまたはぴーまん と入れてエンターキーを押します。 

 
 “ピーマン”を含む食品がリストアップされますので、必要な食品を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 食品が追加されますので、数量を入れて下さし。 

 
 不要な食品を削除したい場合は、削除したい食品にカーソルポイントを移動して、 

削除ボタンを押してください。 

 

 

 

  



5. 料理の新規登録 

 例えば、料理コード“1120”に“茸どんぶり”を新規に登録したい場合、次のように

料理コードと料理名を入れて、エンターキーを押してください。 

 
 次のように料理名とそれを構成する食品の一覧が空白の状態で表示されます。 

これに必要な食品や数量を設定すると、“茸どんぶり”の料理ができます。 

 
 

 三歳未満の数量は、次の設定とボタンで自動設定することも出来ます。 

この例では、三歳以上に設定した数量の 85%が三歳未満の数量になります。 

 
 

 

6. 食品の選び方 

 食品名の一部を食品の検索枠に入れてエンターキーを押すと、その文字を含む食品が

選択できます。 

 その場合、食品名がカタカナであっても“ひらかな”での検索が出来ます。 

 また、次の食品コードの上 2 桁を入れると、その食品のコードの位置に移動します。 
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